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的には明るく振舞っていても避難生活でのストレスや災害時のトラウマなどを内面に抱えている可能性が高い。図書館スタッフは、子どもたちの気持ちに寄り添うことを旨とした。気になる子どもがいた場合も、災害時の状況および亡くなった家族について、特 尋ねたりせず、話したいという子には耳を傾けるという立場を ったあくまでも子ども ちが安心し楽しむことのできる環境づくりが目標で った。　
平日、避難所の子どもたちが学
校から帰ってくるのは夕方四時ごろ。常連の子どもたちは家にカバンを置いてすぐに駆けつけてく
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員となった、テント図書館時代からの現地スタッフがコミュニティ図書館を元気に切り盛りしている。図書館建設 至る住民の参加意識の高まり、さら 行政による図書館運営の継続 実現させた、地域の集合体として 力の発露。これらより、復興支援としてのコミュニティ 館設置におけるこの一連の流れが、人と人がつながっていくコミュニティの再興を促進する 助となったことは間違いないだろう。五．おわりに　
ＳＡＦの実施した津波被災地に
おける支援事業は、強みである図書館の活動を活かしつつ、各時期
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